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0． はじめに
「現代の産業社会においてWitzは至る所に存在し，もっとも重要かつ
盛んに話されている民話のジャンルである1．」
約20年前にルッツ・レーリッヒ(LutzROhrich)が上で指摘している
ように，産業革命に匹敵すると言われるここ数年来のコンピューターに
よるメディア革命が進行している現在もなお,Witzは「語り伝えられ
る」というその本来の形態をもっとも忠実に保持していると言えるであ
ろう． メルヒェンが今日，その殆どが印刷された形で読まれ，あるいは
映像化されて伝達されるのに対しWitzの場合は，様々なWitz集が繰り
返し出版され，テレビ，雑誌などのメディアを介して語られたりはす
るが，その神髄は依然として直接口頭で語り伝えられることにあり，
実際大多数のWitzが即興の名もない語り手によって日常生活の場で語
り伝えられていく． またドイツの例を取ってみると，東フリースラント
人Witz(Ostfi･iesenwitz),マンタWitz2(Mantawitz),東ドイツ人一西
ドイツ人Witz(OssiaWessiwitz),ブロンディWitz(Blondinenwitz)な
ど，その時々の社会の置かれた状況を微妙に反映しながら全国的な流行
が生まれては消えていくという点で,Witzはまさに「生きた」存在であ
り，社会現象，そして文化現象であるといえる．
いわゆる人間が言葉を使ってコミュニケーションをとる生物である限
り,Witzやあるいはそれに類似した形態の笑い話を持たない文化は，古
今東西存在しないであろう．現在， インターネットをはじめとする新し
いメディアの発達により地球上にひとつの大きな文化圏が誕生し，それ
によって仲介されるWitzも国や文化を超えた共通した流行が見られるよ
うになったが，それぞれの社会や文化，時代により笑いのオチ(Pointe)
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やWitzが語り伝えられる機会や場が異なるのも事実である．例えば1900
年の初めの風刺雑誌「空飛ぶ草紙』 (FliegendeBlatter)に満載されてい
る滑稽な絵や文の多くは現代の我々の笑いの感覚とは離れたものであり，
当時のこの雑誌の笑いを追体験することは殆ど不可能である． また，ジ
ョークの語られる場について述べれば，本稿が研究対象とするドイツ語
文化圏を初め，多くの文化圏で，年齢や性別，卓越したWitzの語り手で
あるか否かに関わらず，誰もが例外なくWitzのひとつやふたつを知って
おり， リラックスした友人同士の酒席などでそのWitzが披露される．一
方日本では同様の席では友人，知人，あるいは「有名人」の噂話や滑稽
な逸話は披露されるが，いわゆるオチのついた滑稽な話はむしろ舞台の
上でプロの漫才師や落語家の語りの中に散りばめられて存在する．観客
はあくまで聞き手にとどまり，いわゆる「娯楽作品」としてのWitzを楽
しむのである.Witzは「なぞなぞ」や「ギャグ｣，「駄酒落」の形をとっ
て，子供や学生の間で語られ伝承されていく場合が多い．
いずれにせよメルヒェンが早くからひとつのジャンルとし成立し，文
学や民俗学，社会学，心理学の分野で様々な角度から分析，解釈がなさ
れているのに対し,Witz研究は19世紀の後半から長く心理学的な分析の
枠の中にとどまってきた傾向がある.Witzをひとつの社会現象，文化現
象としてとらえる見解は比較的最近のものであり，包括的なWitz研究の
必要性を指摘する声は多い3．
笑いや滑稽なものに関する研究は「真面目なもの」 「道徳的なもの」
｢悲劇的なもの」の研究に比べ，なおざりにされてきただろうと考えがち
であるが，いわゆるもっとも古典的な学問分野の一つである哲学の分野
で，古代ではプラトンやアリストテレスが笑いを道徳や善と対立するも
の危険なものと位置づけて論じ, 18.19世紀にはメンデルスゾーン，カ
ント， ジャン・パウルもまた笑いの理論を展開している． 20世紀の初
頭にはベルクソンが『笑いjを出版している．Witzに関する研究の古
典的なものとしては心理学の分野でフロイトの,,DerWitzundseine
BeziehungzumUnbewussten"(日本語訳は『機知－その無意識との
関係』フロイト著作集第4巻237-421ページ）があるが，民俗学
の分野ではWitzはメルヒェン同様，滑稽話(Schwank)と並んで民話
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(VOlkserzahlung)のひとつのジャンルとして成立している．民俗学で研
究対象とされるのは， 「超個人的(iiberindividuel)で典型的，かつ集団
の中で伝承される口承文芸」であるが， この条件の下では，作者や著作
権がなく口頭で伝達され，そのネタ (Stoff)が古くは中世や古代にまで
遡ることができ，それが繰り返し現れるWitzもまたフォークロアとされ
る4．民俗学ではレーリッヒ (LutzRijhrich)がその定義から，形式，機
能にわたった総体的な解説書"DerWitz"を著している．このようにWitz
を論じることは，複数の学問分野でなされている研究を助けに進めてい
く作業である．本稿では,Witzの持つコミュニケーションの手段として
の機能に注目し,Witzが語られるとき，集団の中でどのようなことが起
こるのか， またWitzは社会の中でどのような機能を果たしているのかを
解明する手がかりとしたいが， まず日本で比較的紹介されることの少な
V,Witzの概念，定義から進めていきたい．
1.Witzの語源
Witzの語源は理性や知識，知力を意味する古高ドイツ語Wizziに由来
する．中高ドイツ語Witzeも古高ドイツ語と同様に理性や精神力を意味
し，精神的な活動を表す言葉として用いられて,Verstand(理性）や
mugheit,Weisheit(賢さ） と同義で使用されていた5． この意味は現代
ドイツ語でもMutterwitz(生まれつきの才知)J<gErhatWitz.(あの人
は才知豊かな人間だ.）などの慣用的言い回しに残っている． これが17
世紀になるとフランス語のespritや英語のwitの影響を受け，明敏な連
想能力，物事の相関関係を素早く認識する能力や工夫に富んだ巧みな発
想などを指すようになる. 17世紀の終わりから18世紀の前半にかけて，
Witzという言葉は広く使われ始めるが，文学的才能や発想の能力，物事
の隠れた相関性を洞察し，的確で斬新な言葉で表現する能力を指すよう
になる． 18世紀中期にはWitzは主に文学的才能，つまり文学的な発想
能力という意味で使用されるが， 「工夫を凝らした発想」や「周到な言葉
や考え」に文学の本質が存在するとされていた当時，明敏な連想能力や，
巧みな発想を意味していたWitzという言葉が文学の概念として取り入れ
られるのは， 自然な変容であった6．
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Witzに滑稽さや戯れの要素が加わるのは19世紀になってからのことで
ある.Witzは巧みな発想力を意味するが，その発想の能力は滑稽さや冷
やかしといった意味に限定され，つまり機知を指すようになるが， この
頃，従来の意味の連続線上にある，明敏に反応しそれによって物事の意
表をついた側面を照らし出す，いわゆる「機知」としての使用法と，笑
わせることを目的とした短い語りの形式，つまり笑い話や現代のジョー
クとしての使用法が併用されていたようである． 19世紀に短い笑い話と
してのWitzが広まり定着していった背景には大衆雑誌の果たした役割を
見過ごすことはできない． 18世紀の後半から19世紀前半にかけてナポレ
オンによる支配， フランス革命などの影響を受けて高まった政治意識は
風刺雑誌(Witzblatter)の形をとって表れてくる．そのような風刺雑誌
の中ではウィーンで「ひょうきんもの』 "DerSpassvogel"(1778年),ラ
イプツイヒで「道化年報』 "Narrenalmanach"(1847年～1849年）が，
また1848年以降の検閲制度の緩和もあり1849年からその後100年にわた
ってミュンヘンで発行された『空飛ぶ草紙』 "FliegendeBl伽er"や『デ
ュッセルドルフ月刊』 ,,DUsseldorferMonatshefte"などがドイツ語圏の
定期刊行物として人々に広く講読されるようになる． これらの雑誌には
当時の著名人の姿のカリカチュアと並んで数行からなる笑い話，つまり
Witzが掲載されていた7.これらの風刺雑誌に掲載されたWitzの一例を
紹介してみよう．
InderRechenstunde
Lehrer: ,,DieMutterbrateingroISesFleisch,fangenwir'malein
Stund.SieteiltesnunindreiStiicke;wievielerhaltstDudannKarl?"
-"Eindtittel!@-,,SieschneidetdannalleStUckenochmalsdurch,was
hastdudann?"-"ZweiSechstel"-"Nunzerschneidetsiesienoch
einmal?"-,,VierZw6ftel!$-,,Dannnochmaligen'I℃ilen?"-,,Acht
Vierundzwanzigstel"-,,Undwennsieesallesnocheinamlschneidet?"
-DenLehrertriumphielendansehend: ,,Nadasisthaltda n
Gulasch"8 (FliegendeBlatter)
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算数の時間に
教師「お母さんが大きな肉の塊を焼くとする． ちょっと勉強をしてみ
よう．お母さんはそれを3つに切り分けた． カール，君の取り分はい
くらだね？」 「3分の1」「そしたら切り分けた肉全部をもう一回半
分にすると，君の取り分はどれだけかな？」 「6分の2.」
｢そいつをもう一度切り分けると？」 「12分の4だよ.」
｢じゃあ， もう一回半分にすると？」 「24分の8.」
｢それじゃあ，それ全部をもう一回切り分けたら？」 カールは得意満
面で先生の顔を見ながら答えた． 「そしたら， もうグーラシュ（細切れ
肉のシチュー）になっちゃうよ.」
この教師と子供のWitzはいざさか冗漫な感じは免れないが，導入部，
展開部， オチと現代のWitzが持つ構造を有している．
それでは今日Witzはどのような意味で使用されているのだろうか．ド
イツ語辞典によるとWitzは，第一にScherz(冗談， ひやかし,)の同義
語として， オチのついた話(Aul3erungmitbesondererPointe)と定義
されており， これはジョークともいわゆるウイットとも理解できる記述
である．続いて古い言葉の使用法として「精神」や「機知に富んだ様
子｣， 「理性」などが紹介されているが9， 日常ではWitzは第一に語られ
るもの，口頭で伝えられるものと一般的に理解されているようである．
ドイツ語のWitzについて論じるときの困難な点は，この言葉の意味を
正確に伝える日本語が存在しないということである． 日本で出版されて
いる独和辞典の一例をあげると,Witzの日本語訳として「1．機知， ウ
イット， とんち，機転 2．冗談， しゃれ， ジョーク，冗談話，小ぱな
し…'0」などが記載されているが，英語の借用であるジョークという言
葉をのぞいては， ここで取り扱う日常的に語られる短い笑い話としての
Witzにあたるものは見つからない．
ジョークは冗談や軽口の類義語とされており， これらは共通して「周
囲を楽しくさせたり，他人をからかったりするためにふざけて言う話」
であるが，冗談が話のみならず，ふざけた行為をも意味するのに対し，
ジョークは特に笑わせるために意図的に話される「小話」や「笑い話」
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をも含めていう場合が多い． また軽口は「軽快な語調で滑稽［こっけい］
みのある言葉」を意味し，言語による表現に限定されるが， ジョークの
ように相手を笑わせるという意図性はない．従ってジョークの相手を笑
わせるという意図があることと， 「話」であるという二つの要素をもって
類語とされる冗談や軽口とは意味を異にする．
そこで小ぱなし（笑わせることを目的として語られるちょっとした短
い話．短い落語， または落語のまくらに用いる江戸趣味の笑話など．一
口ぱなし，笑話)''という言葉が形式的にはWitzにもっとも近いと思わ
れるが，小ぱなしが江戸時代に全盛期を経験して，現代では主に落語の
舞台の上で披露され，いわゆる芸能という特別な分野で生存権を得てい
るのに対し,Witzの生存権は舞台，テレビの娯楽番組，インターネッ
ト，そして何よりも人々の日常生活の中にまで及び，文学の一つのジャ
ンルとして成立していながら，いまだなお人から人へと口頭で伝承され
ていく．他方， 日本語の「酒落｣， 「駄酒落」や「ギャグ」は，今日イン
ターネットで掲載されたり，テレビでタレントによって披露されたりし
て，その流行がWitz同様，社会のおかれている状況や傾向を示唆する場
合もあるが，導入部の語りの部分とオチで構成されるWitzとはやはり異
なるものである．
そこで可能性としてWitzを包括的に「笑い話」と訳することが考えら
れるが， ここで再び考慮すべきことは， ドイツ語のWitzという言葉は英
語のジョークのような短い笑い話とウィット，つまり機知（日本語の機
知という言葉には短い笑い話という意味はない） という両方の意味を持
っているということである．従って本稿では， ドイツ語のWitzという言
葉を使用することにしたい．今日Witzを英訳するときには,jokeを使用
するのが通常となっているようである．心理学者フロイトのWitzを論じ
た著作のタイトル"DerWitzundseineBeziehungzumUnbewussten"
(日本語訳は「機知－その無意識との関係一』）の英語訳は,,Witandits
relationtotheUnconciougと"Jokesandtheirrelationtotheuncon-
ciou:の両方が出版されているが，後者の方が主流となっているようで
ある．一方， この著作の日本語訳ではWitzには一貫して「機知」という
日本語訳がなされている． フロイトの論文を読み進むと，確かにWitzが
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機知と理解できる個所も， また機知とジョークの両方を意味していると
考えられる箇所もある． しかしこの本は総体としてやはりジョーク論で
あろう．例えばフロイトはこの著作の中でWitzの特性を以下のように記
している．
EinneuerWitzwirktfastwieeinErgebnisvonallgemeinsten
Interesse;erwirdwiedieneuesteSiegesnachtichtvondemeinen
demanderenzugestragen.12
（新しいWitzは衆人の関心ごとのように作用する．最新の戦勝の知ら
せのごとく人から人'、と伝えられるのである.）
ここで想定されているのは，やはり短い笑い話，つまりジョークと考え
られる．機知は臨機応変に働く才知であり，才知には当然のことながら
流行もなく， また才知は伝達されうるものでもない． この著作でフロイ
トは慣れ親しんだ幾つかのユダヤジヨークを題材に分析,Witzの理論付
けを試みているが， フロイトのWitz理論においては伝達という要素が重
要な位置をしめている．
2．伝達されるWitz
Witzの特性は語られること，つまり伝達と笑いにある．それではWitz
を成り立たせている二つの重要な要素である伝達と笑いに焦点を当てて
Witzが語られるときに何が起こるのかということについて考察していき
たい．
フロイトは前述の著書『機知と無意識の関係』の中で,Witzを語る動
機として，快感(Lustgewinn)の他に，自己の精神を表現する事への切
なる欲求，伝達する事への欲求を指摘している． フロイトはここでWitz
と単なる滑稽な話が語られる際の心理的プロセスを比較し，単に滑稽な
話がそれを発見した人物の一人だけの楽しみであり得るのに対し,Witz
の場合はそれを伝達する事への欲求がWitzを語る行為と分かちがたく存
在すると定義づけている.Witzを思いついただけではWitzを語るという
作業(Witzarbeit)の過程は完結することはなく，発案したWitzを伝達
することにより初めてWitzを語るというプロセスが完結するのである．
これは自分が思いついたWitzを笑うことができないという現象にも密接
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に関連している．事実，人は自分がWitzを思いついた時点でほくそ笑
むことはあっても，それが開放的な笑いにつながることはない．
ただ単に滑稽なことの場合， これに関与し作用するのは「自分」 (Ich)
以外に「自分」が滑稽さを認める「目標人物」 (Objektperson)の二人
であって， ここでさらに第三の人物の存在は必ずしも必要ではない． と
ころがWitzは語り手である「自分」と，「目標人物｣，そしてさらに報
告される聞き手である「第三の人物」を必要とする.Witzがその役割を
果たしたか，つまり功を奏したかどうかの判断はこの「第三の人物」に
委ねられているのである'3．
つまりフロイトはWitzを三人の人物による心理的なプロセスであり，
その過程はこの三人の中において完結されるとしている． ここで「第三
の人物」の存在は不可欠である．なぜならWitzが伝達されることを前提
としているならば,Witzの語り手である「自分」の欲求は「第三の人
物」なしでは決して満たされることがないからである． 自分で思いつい
たWitzを楽しむことができないのはフロイトが分析するWitzのこの特
質による． 「伝達」という行為なしには，且つ笑うことによってそれを確
認し語り手に伝達の完了の信号を送る聞き手なしには,Witzは完全に成
立することができないということである．新聞や雑誌のWitz欄やインタ
ーネットのWitzサイトは，この最後の過程が欠落した不完全な形であ
り，聞き手の反応が語り手，あるいはWitzの発信者にとって未知のまま
であることから,Witzとしては不安定で不完全な形である．
,,DerWitzsetztimmerPublikumvoraus.DarumkannmandenWitz
auchnichtbeisichbehalten.Fiirsichalleinistmannichtwitzig."14
(Witzは常に聞き手がいることを前提としている．故に人はWitzを自
分の中にしまっておくことができないのだ． 自分のためだけに面白く
気のきいた話をするのではない.）
ゲーテのこのWitzについての言及は，フロイト同様，伝達されるべき
Witzの性質としての側面をとらえていると言えるだろう．自分のためだ
けにおもしろく気の利いた話をするのではない．－単に滑稽なことを
発見してそれを笑う場合と違って,Witzの場合はその「おもしろさ」が
聞き手へと伝達されなければならない．そしてその伝達される内容は情
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報ではなく 「おもしろさ」であり 「快感」 (Lust)である．非常におもし
ろいWitzを聞かされて心から笑うとき，私たちがそれを聞いて「おもし
ろかったこと」や「笑ったこと」を覚えていても， よくその具体的な内
容を覚えていないのはこれによると思われる．通常，人から聞かされる
日常的な話の場合はその内容が特に意識しなくても聞き手の記憶に残り，
それが会話で発展する可能性を含んでいるが,Witzの場合はその語り手
によって話されたWitzが聞き手を笑わせた時点で，既にその伝達の目的
が達成されている． 「何度Witzを聞いても覚えていられない」という人
が多いのはこのためであり， またひとつのWitzがきっかけとなって同じ
テーマのWitzがその場で次々に披露されることはあっても，個々のWitz
の内容が話題となってそれが会話の中で発展していくことがないという
現象も，聞き手が笑った時点で初めてWitzを語るという行為，フロイト
の言うWitz作業(Witzarbeit)が完了することと関連しているであろう．
フロイトは『機知と無意識の関係』でWitzを夢と対比させて分析し，
Witzは夢と多くの特徴を共有するとしている．つまり夢とWitzはともに
隠れた類似性や関係の発見，力の節約，つまり圧縮や短縮といった共通
した特徴の上に成り立っているが,Witzと夢の異なる点は，夢が他人に
何ら伝達すべきものを持たない非社会的な精神的所産である一方,Witz
は快感獲得を目指す精神活動すべてのうちでもっとも社会的なものであ
り，他人の関与によってその心理的プロセスが完成するとしている．夢
作業で行われる無意識下で可能な変形も,Witzの場合は第三者の理解の
範囲を超えて行われてはいけない'5．従ってWitzは伝達されるというこ
とと不可分の存在であるということであるが， フロイトがここで何を
｢社会的」としているのかは幾分暖昧な観がある．
3．連帯する笑いとWitz
一方， アンリ ・ベルクソンはそのエッセイ『笑い』で笑いを明確に社
会的な現象とみなし，笑いの母胎である社会との相関性を指摘している．
諸君は汽車中なり共同食卓なりにおいて旅行者達が世間話を語り合っ
ているのは聞かれたことが多分おありであろう．その話は彼らが心か
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らそれを笑っているから，必ずや彼らにとってはおかしいものに違い
ないのだ．諸君ももしかその仲間であったなら同じように笑ったこと
であろう．けれども諸君はその仲間でなかったから，少しも笑いたい
気はしなかったのである…どんなにあけすけなものと思っても，笑
いは現実のあるいは仮想の他の笑い手たちとの或る合意の，殆ど共犯
とでも言いたいものの，底意をひそめている…他方，多くの滑稽な
効果は一つの国語から他の国語に翻訳することのできないものであり，
したがって一つの特殊社会の習俗なり観念なりと相関的なものである
ということを人は注視しなかったであろうか…笑いを理解するため
には，笑いの本来の環境たる社会にそれを置いてみる必要がある．殊
に，社会的な役目という，笑いの有用な役目を決定しなければならぬ．
笑いは必ずや共同生活の或る要求に応じているものに違いない．笑い
は必ずや或る社会的意味をもっているものに違いない'6．（林達夫訳）
ここでベルクソンは笑いが滑稽さを共有する集団，言語や文化，社会，
さらにはそれらへの帰属意識と密接に関連したものであることを指摘し
ているが， これをWitzが語られる際の笑いに転用して理解することも可
能であろう．Witzが語られ，笑うという現象が生じるためには，そのグ
ループ，あるいは少なくともWitzの語り手と聞き手の問にある共通の合
意，おかしさを感じる共通コードが存在しなければならない．つまりそ
れは国境を越えた現代の若者文化の例に見られるようにひとつの世代が
共有する感覚でもよいし，逆に伝統を共有する地域の人々の集団で育ま
れたおかしさのコードでもよい，あるいは趣味の会や職場のグループの
構成員の問に存在する共通の感覚でもよい．ベルクソンは「共犯」とい
う表現を用いてさらに強い結びつきを示唆しているが， ここでベルクソ
ンが「殆ど共犯とでもいいたいもの」と表現しているのは「われわれ意
識｣，グループの連帯感というべきものであろう．
ベーラー(MichaelBOhler)はWitzが語られる際に語り手と聞き手の
間で相互作用(Kommunikativelnteraktion)が発生し，それはある意味
では社会的なグループの形成過程であるとしている． さらにこの語り手
と聞き手の間である規範的な価値観についての合意が存在すると認識さ
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れ，そこからわれわれ意識(WiltZusammengeh6hrigkeit)が生まれる．
むろんこのWitzが語られる際に発生するグループは，その目的に応じ
て偶発的に発生して，それが定着することはほとんどない，短い時間で
消滅するものである． さらにベーラーは，気のあった仲間が定期的に集
う飲み会などの場合のように,Witzが語られて笑うことが，すでに存在
するグループの規範や行動パターンを確認し，それをさらに強固にする
と指摘している17.つまりベーラーによると,Witzの笑いはグループの
中に連帯感を生み出す一方で， グループ内での結束がすでに存在してい
る場合は,Wtizを語り笑うことによってそれを確認，定着させることに
なる．いずれにせよ笑いは集団の中で人と人を結びつける融合的な機能
を果たすというのである．
このことは集団が八方ふさがりの絶望的な状況にあるとき，例えば独
裁的で自由な言動を制限されたり，あるいは完全に禁じられたりした状
況で語られる政治Witzにおいて顕著である．ナチス時代に当局の目をか
いくぐって人々の間で密かに伝えられていったFltisterwirtz(鳴きWitz)
にはヒトラーやゲーリング，ヘスのナチスの指導者達を攻撃の的にした
もの，第三帝国の日常， ドイツ式敬礼（ハイルヒトラーと叫びながら右
手を斜め上方に掲げるもの）などをテーマにしたものがあるが，それら
のWitzには当時の抑圧された状況の中で，抑圧者や抑圧の現実に対する
民衆の声にならない本音がブラックユーモア,Galgenhumorの苦いオブ
ラートを纏って表出している．
EinertragtdieNaseverbunden・AufdieFrage,wasihmdennpassiert
sei,antwortete喝erhabesicheinenZahnziehenlassen:"Abergehn
S'・DochnichtdurchdieNasen.“一"Na,freilich・GlaubenS'indiesen
Zeitenwerd'ichdenMundaufmachen!"18
ひとりの男が鼻に包帯を巻いてくくっていた．一体どうしたのかと問
われると，歯を抜いたのだという． 「そんなバカな．鼻から抜くなん
て.」－「もちろん鼻からでさあ． きようぴ口なんておちおち開けてら
れますかい､」
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歯を鼻から抜くという行為が，馬鹿げていて，おそらくは非常な肉体的
痛みを伴う医学的残虐行為であり，突拍子がなければないほどナチスの
非人間的な思想統制に対する痛烈な批判となる．
EinBauergehtaneinemKruzifixvorbeiundgrUIStmit,,Griil3Gott!G$
EinigeSALeute,diedash6rten,ruf nihmzu:"Dasheil3t:Heil
Hitler!"-DasagtderBaueraufChristuszeigend:,,Solangederda
obenhangt,gibtesfiirmichnur:,,Gr il3Gott."WennHitlerdahangt,
istesetwasanderes."19
ひとりの農夫がキリスト受難像の前を通りかかり， 「グリュースゴッ
ト ！」と挨拶をした（神様こんにちはという意味の南ドイツ式の挨拶
で，習慣的な挨拶として日常に使われている．筆者注)．それを聞いた
突撃隊の兵士達は農夫に向かって叫んだ． 「ハイルヒトラーだろ！」す
ると農夫はキリストを指さしながらこういった． 「あのひとがあすこの
上につるされてなさる間は，ずっと『神様こんにちは』だよ． ヒトラ
ーがあすこにつるされたら， また話はくつだがよ・」
このWitzのオチは国民全てに強要された「ドイツ式敬礼」をめぐり，
ナチスの突撃隊に対する農夫のしたたかな返答である．兵隊に向かって
農夫は悠然と，十字架に掛けられているキリストに対する挨拶だから
GriissGottなので，ヒトラーが同じ場所につるされたら，つまり古代以
来罪人を罰する最も一般的かつ明解な方法でヒトラーが処刑されたら突
撃隊の兵士の望むとおり，その姿に向かってハイルヒトラーと挨拶する
と切り返す．農夫の整然とした論理の前に返す言葉もない兵士の姿が想
像できる． ここにはいつの日かヒトラーが正当に罰を受け死刑に処され
ればいいと言う庶民の願望が潜んでいる．
ナチス時代の厳しい思想統制の元，政治に関したWitzを語ることはい
わゆるHeimtiickegesetz(G etzgegenheimtUckischeAngriffeauf
StaatundParteiundzumSchutzderParteiunifOrmen,国家及び党への
悪意ある攻撃，及び党制服保護に関する法）によって，逮捕や，それが
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「国防力破壊工作」にあたるとみなされた場合には死刑に処せられたが，
このような状況下でなおかつ上に紹介したようなWitzを語るということ
は，聞き手の一人に密告され，逮捕される危険と隣り合わせの行為であ
った.Witzの語り手は自分が語るWitzの笑いの許容範囲，つまり「お
かしさ」を共有できる境界線を見極めながら， さらにこのような体制批
判の政治Witzの内容に対するグループのメンバーの密かな合意を考慮に
入れていたはずである．前述のベーラーの主張するように，既に存在し
ていた規範や価値観に対する合意や連帯感が,Witzが語られ笑うことに
よって確認され，結果としてさらに強固になり定着する．抑圧者である
ナチス当局が恐れたのは，民衆の中に連帯感が高まりそれが体制への抵
抗の力へと凝縮されていくことであろう．確かに「Witzの攻撃性」や
｢武器としてのWitz」はしばしば論じられるテーマであるが，この場合
民衆の連帯感が直接抵抗の力へと繋がっていったとは考えがたい.Witz
はプロパガンダやアジテーションとは性格を異にする．抑圧され，出口
の見えない社会においてWitzのユーモアや笑いはむしろ安全弁的な役割
を果たし，恐怖や抵抗の力が凝縮されるのを緩和して，結果としては状
況的に体制維持の方向へ作用したのであろう．上に紹介した農夫とキリ
スト受難像のWitzのように，抑圧者を笑うWitzの中で民衆は決して現
実の日常では経験し得ない，支配者に対する優越感を経験することがで
きるのである．その優越感はむろん幻想に過ぎないが，人々はつかの間，
自分たちの置かれた閉塞的な状況の中で日常の恐怖から目をそらし，
Witzの中に内なる望み（この場合はヒトラーの死，しかもヒトラーが裁
かれ死をもって罰せられること）を滑り込ませるのである．
現在私たちが目にする機会のある当時のニュース映像はヒトラーを全
面的に支持しその一挙一動に熱狂する市民の姿であり， またそれとは逆
に体勢に抵抗を試みた人たち，ナチスの政策の残虐行為の犠牲になった
人たちについては現在でも公に私たちの知るところである． しかし現在
いわゆる「同調者」というカテゴリーでくくられる当時の庶民の間で，
前述したようなWitzが危険を冒して確かに伝達されていたのである．
Witzという言葉がその意味において本来「理性」や「賢さ」を意味して
いたことを思い出したい．政治Witzは，社会の中で民衆が置かれてい
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る状況や正式なニュースや統計の記録としては表れない本音を示唆し正
確に伝える，政府によって作られた公式記録映像と抵抗地下組織の狭間
に位置する．
しかしグループ内の連帯感を生み出すということは，他方ではグルー
プの外にいる他者に対して一種の線引きをするということと表裏一体の
関係にあると言ってよいであろう．連帯感や，帰属意識は残念ながら，
自分，あるいは自分たちとよそ者を区別することによって，あるいは自
分が帰属するところと，そうでないところを区別，選別することによっ
てより明確に意識されるものと思われる．
ザイデルフェルト (Anton.C.Sjiderveld)はユーモアに二面性，逆説
的な性格を認め，ユーモアがグループの中で人と人を結びつける融合的
な機能を有しながら，他方では現代の若者文化のサブカルチャーに見ら
れるようにグループの境界線を標し，グループ内にいる者と外にいるも
のを識別，他者に対して扉を閉ざす合言葉のように作用すると説明して
いる．例えばそれは部外者にとってまったく理解不能であったり悪趣味
であったりする若者言葉や，独特のしく、さやファッション，音楽やWitz
などであり， これらはグループの結束を強める道具であると同時にその
グループのアイデンティティを示すシンボルでもある20．
例えばある学校に一人の生徒が転校してくる．その転校生は新しいグ
ループの構成員として受け入れられる為に，つまりクラスメート達に
｢仲間」として認知されるために，彼らの語るWitzに皆と同じく笑おう
とするであろう．たとえそれがいわゆる一般的な理解の「おかしさ」か
らはかけ離れたナンセンスWitzであろうとも，それが一般的な笑いとは
異質のナンセンスWitzであればあるほど，「共に笑う」という行為によ
ってのグループの連帯感は強固になる．
このような状況のもとで際どい嫌悪感を催すようないわゆる「悪趣味」
のWitzにさえも私たちが笑うのは，もちろん私たちはそのWitzの中に
確かに感覚的にある種の滑稽さを認めて笑うのであるが，加えて笑わな
いことによってそのグループの中で「よそ者」的存在に陥るのを避けよ
うとする意識が働くためであると同時に，笑うことによってWitzの語り
手やその場にいる他の人々に対する仲間意識を表現し，ベルクソンの言
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う 「他の笑い手たちとの或る合意の，殆ど共犯とでも言いたいもの」つ
まり共通の規範，物事の価値判断の基準を有することを明示するのであ
る．逆に周りがWitzに笑っているときに，笑えない人間は周囲と二重
の境界線によって隔てられることとなる．ひとつは「おかしさ｣，つまり
笑いのコードを共有できないという事実によって笑わない者の内側でひ
そかに引かれる境界線であり， もうひとつは共に「笑う」という行為を
行わないことによって引かれる，笑う者と笑わない者との間にグループ
の中で引かれる境界線である．連帯意識の創出と境界線引きは往々にし
て同時進行で起こる表裏一体の出来事である．いわゆるWitzの笑いが一
般的な趣向から離れて，際どくなればなるほど，境界線は明確に引かれ
るのである．
4． まとめ
ヘイワース(DonaldHayworth)によると原始の時代，常に危険に囲
まれて生活していた人間は，敵に対する威嚇として本能的に筋肉や神経
を緊張させたが，危機が去った時，仲間にそれを知らせるシグナルとし
て肉体的な緊張を緩和させた．つまりそれが人類の笑いの起源であると
している21．ヘイワースの仮説は笑いをコミュニケーションの手段，媒
体として捉えているが,Witzもまた伝達されることを前提として語られ
るコミュニケーションの手段である．そのコミュニケーションの手段と
してのWitzの重要な機能の一つにグループの連帯感の創出と定着があ
る.Witzが語られ，共に笑うことによってその場に「おかしさ」のコー
ドを共有する一つの集団が生まれる．その集団は恒常的に存在するもの
ではないが，そこにはある種の規範や価値判断に関して一定の合意が存
在する． このような融合的な機能と並行して行われるのが，いわゆる境
界線引きである.Witzを語るという作業はその境界線の位置を注意深く
見極め，決定していく作業でもある．人と人を連帯させるWitzの融合的
な笑いも，他方では「笑う者」と「笑わない者｣， 「笑える者」と「笑え
ない者」の間で境界線を標し，境界線内にできた集団に「われわれ意識」
を創出し，外側にいる人間に対して扉を閉ざす．線引きを決定するおか
しさのコードは言語，文化，社会，世代やその人の置かれた人生の状況
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にも大きく影響を受ける． この意味においてWitzを発案し，語り（伝達
し)，聞き，笑うという一連の行為は個人と集団のアイデンティティに関
連した行為だと言えるだろう． また，一定のテーマで流行し，広く語り
伝えられるWitzは，単なるWitzの発信者と受信者の関係を超え，統計
やニュース記事には表れてこない庶民の本音を伝達する． この点に関し
てWitzはメッセージを持った落書きと似ているが，落書きが匿名性を持
ち，伝達が一方的かつ一時的であるのに比し,Witzは発信者から受信者
にいわゆるfacetofaceで伝えられ，その場ではどちらも積極的な行為の
参加者である．今後のWitz研究には昨今のITの普及も確かに考慮に入れ
るべきではあるが，物理的距離が消滅し，情報の受信者が前提として不
特定多数となったサイバーメディアの発達した社会で，現在なお口から
口へと伝達されるWitzが，果たしてアナログ的な伝承の形式を残して，
生存していくのかどうか，検証に値する課題の一つと思われる．
本稿は1999年度在外研究の成果として作成されたものである．
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Der kommunizierende Witz 
Hiroko SATO 
Das Wort Witz geht auf den altdeutschen Begriff Wizzi zurück und 
bedeutete Verstand, Klugheit und Weisheit. Unter dem Einfluss vom 
französischen esprit und englischen wit entwickelte sich der Begriff 
weiter und stand für Einbildungskraft, Erfindungsgabe usw. Im 18. 
Jahrhundert bezeichnete der Witz eine gewisse literarische Gabe oder 
Ausdrucksfähigkeit. Erst im 19. Jahrhundert kamen komische oder 
lustige Elemente hinzu. Zu dieser Zeit fand die Wandlung des Sprach-
feldes „Witz" von der Bezeichnung der geistigen Fähigkeit oder 
Eigenschaft zur lustigen Erzählform statt, wobei die Publikation der 
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vielen Witzblätter eine große Rolle spielte. Seitdem bedeutete das Wort 
Witz eine rasche Reaktion mit Worten und ein auf Lachen zielender 
knapper Erzähltext. In dieser Form ist der Witz heute weit verbreitet 
und wird vor allem mündlich weitergegeben. 
Der Witz ist ein Genre der Erzählung. Die mündliche Mitteilung und 
Weitergabe sind wichtige Elemente, die den Charakter des Witzes 
bestimmen. Freud stellt fest, dass der Witz ein psychologischer Vorgang 
zwischen drei Personen ist, der erst bei der Mitteilung des Witzes bzw. 
mit dem Lachen über den Witz vollendet werden kann. Somit ist der 
Drang der mündlichen Weitergabe und das Lachen als Bestätigung von 
einem gelungenen Witz unabtrennbar. Was dabei vom Erzähler zum 
Hörer weitergegeben wird, ist nicht der Inhalt eines Witzes, sondern das 
Vergnügen oder ein Gefühl von Spaß und Heiterkeit. Das ist auch der 
Grund, warum der Inhalt des Witzes sich selten ins Gedächtnis einprägt. 
Warum man den Witz erzählt, ist zwar nicht leicht nachvollziehbar, 
aber die Spekulationen, was sich ergibt, wenn der Witz erzählt wird, 
bzw. welche Wirkung der Witz ausübt und daß er Lachen auslöst, 
werden dabei gute Hinweise auf die Antwort sein. 
Eine wichtige Voraussetzung des Witzes ist, dass er mündlich wei-
tergegeben wird. Der Witz ist also ein Mittel im Prozess der Kommuni-
kation mit widersprechenden Funktionen, einer integrierenden und 
ausgrenzenden Wirkung. Wenn der Witz erzählt wird, entsteht durch 
Lachen eine Gruppenidentität bzw. Wir-Zusammengehörigkeit; es ist 
ein Einverständnis mit einer normativen Werthaltung innerhalb der 
Gruppe. Wenn solche Gefühle aber schon vorhanden sind, werden sie 
durch das Erzählen gefestigt. Gleichzeitig fungiert das Lachen als 
Ausgrenzung. Somit kann man sagen, dass im Prozess des Witzer-
zählens innerhalb der Gruppe ein Wir-Bewusstsein geschaffen wird und 
dieses Bewusstsein die Tür gegen die außerhalb der Gruppe schließt. 
Der Code des Komischen hängt von der Kultur, Gesellschaft, Generation 
und von dem individuellen Zustand ab. Somit ist der ganze Witzvorgang 
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mit der Identität des individuellen Menschen und der Gruppe assoziiert. 
Außerdem verrät der Witz den Charakter bzw. Gefühle der Menschen, 
die tief im Bewusstsein stecken. Es ist sicherlich eine interessante 
Aufgabe zu verfolgen, wie der Witz und dessen Erzählform sich in der 
Zeit der Cybermedien ändern wird. 
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